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論文内容の要旨
本研究は連続定常培養(ケモスタット)の特徴を利用し空中窒素固定菌 Azotobacter vinelandii 
を用いて増殖速度式の選択、適応過程での増殖の定式化、培養系における制御因子の検討、さらにエ
ネルギー効率の立場から菌体収率因子、 ATP利用効率について基礎的かっ工学的考察を目的としたO
ケモスタットは制限基質の濃度によって細胞集団の代謝活性が制御され制限基質に対する細胞集団
のマクロ的かっ平均的挙動を検討するに有用で、あり、また本菌はグルコースを唯一の炭素源とする簡
単な培地で増殖しかっ代謝生成物は炭酸ガスと菌体のみの単純な代謝系を持ち本研究の目的遂行に極
めて有用で、ある。
第 i 編では、 Azotobacter vinelandii につき基礎的な検討、すなわち核酸含有量と増殖速度との
関係をケモスタットを用いて求め、 RNA含有量と比増殖速度との聞に正の相関を認め、他の微生物
についての知見とも一致した。さらに適応現象としてグルコース濃度によって制御されたケモスタツ
トでグルコース濃度を変動させて生ずる非定常状態について本菌の挙動を検討した結果、 RNA含有
量をパラメータとして実験式的に表現しうること、増殖速度については適応過程においてもケモスタ
ットの関数型が保持されることを認めた。
第 2 編では、増殖をエネルギー源に対する菌体合成への転換効率として把握し、グルコース制限お
よびグルコース濃度が充分高いケモスタットにおける本菌のエネルギ一代謝を検討した。この結果、
グルコースに対する菌体収率因子に関して溶存酸素濃度も顕著に影響することを見出した。
第 3編では、第 2編でのエネルギ一代謝に対し好気培養における呼吸による ATP獲得と菌体合成
への利用効率 (YATP 、 mg d ry cell / rnole A TP) を検討しY ATP がグルコース制限下ではグルコ
ース濃度が充分高い系に比べ著しく低いことを認めた。
以上の結果より、ケモスタットにおいても本来制限因子として与えた物質とは別の因子が微生物の
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の代謝系を制御する可能性を見出し、とくに溶存酸素の影響を明確にする必要性を認めた。またエネ
ルギー効率、菌体収率因子など生産性の向上に関しては他の好気培養においても溶存酸素濃度の影響
が極めて重要で、あり、本論文はこれら培養工学上の基礎的問題点に対して寄与することが確信される。
論文の審査結果の要旨
本論文は空中窒素固定菌 (Azotobacter vinelandii) を単純培地に培養し、その単槽連続培養にお
ける挙動の動力学的わよび生化学的解析を行ない、とくに菌体RNA含量と比増殖速度との密接な相
関関係、対グルコース菌体収率への溶存酸素の顕著な影響、力源代謝エネルギーの菌体合成への利用
効率とグルコース制限との関係などを明らかにしたもので、工業的な好気的培養全般に対する基礎的
な問題点の解明に寄与するところ大であり、博士論文として価値あるものと認める。
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